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※「みやけの風」へのご意見・ご要望を、三宅島支援東京センターまでお聞かせください。 
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 「正月ぁ、ちっとは休んだかよ」「おうよ。家の者（モン）も久しぶりに集まったしな」

「おら今年は、もちをついたぞ」「腰痛えんだから、無理しんな」「何が。あれっぽっち」

「もちと言やあ、売ってる乾燥イモ使って、サツマモチができるだって」「まさか。そんで

も言われてみりゃ、同じことか」 
 
■みんなの声 

 たくさんの方々からお年賀状をいた

だきました。ありがとうございました。  

本来なら直接お礼すべきところですが、

紙面にてお礼申し上げます。いくつか、

ご紹介させていただきます。 
 

(1) あけましておめでとうございます 
 私たちが住む東村山市は自然が随所に残

り果樹園･農園が団地･住宅と混在していま

す。すぐそばの空堀川には鴨や小魚が住み、

浅い野火止用水には大きな鯉が群れ、最初

は三宅の沢と比べビックリ、すごく新鮮に

感じました。今はケヤキ･桜･ドングリの

木々が紅葉、これまた感激の日々です。で

も、椎やタブの木を見ると、つい三宅島を

思い出してしまいます。島にいるときは

“すとれちあ丸”や“YS-11”に関心があ

りましたが、このごろは利用する“西武バ

ス”や西武新宿線の“黄色い電車”にほの

かな親近感を覚えます。 

 灰とり作業、電話帳作成、ふれあい集会、

FAX連絡網、電話コール、みやけの風発

行と数え切れない程のご支援、アリガトウ

ございました。 （東村山市 窪寺 昇･竹子） 
 

(2) 避難解除 全員帰島 
 この八文字が、あの日のようにテレビの

テロップに流れ、紙面に躍り、心身に響く

感動と感激！その日が来るのを待って、待

って、待ち続け、早いもので16ヶ月の月日

が過ぎ去り、未だ先の見えないこの凡庸な

日々！ 

いかがお過ごしですか、お元気に新しい

年をお迎えですか。 

他力本願とはいえ、今年こそ！この目標

が一日も早く実現し、島民の乾ききった心

を潤し、響き渡る様に祈念したいですね。

其の日のため、お身体には充分留意して元

気で其の知らせを待ちましょうね。島は私

たちの帰りを待っているのですから･･･。 

 本年も、みやけの風、宜敷くお願いしま

す。   （八王子市 沖倉 沖山 仙明･京子） 
 

(3) 明けましておめでとうございます 
 一昨年六月二十六日の噴火から、一年半

が経ちました。島の火山活動は収まる気配

はありません。帰りたい夢を抱えて、いつ

まで待つのか、先行き不透明の日々は辛い

です。 

 それでも、避難の地で新しい暮らしを探

し、切り開いていくしかありません。お年

寄りや弱い人を励まし、助け合って頑張り

ましょう。世間にも助けてもらいましょう。 

 鎮めの火の神様が、きっと帰島を適えて

下さいます。その日まで、気長に待ちまし

ょう。 

 避難以来、大変お世話になっており、深

く感謝申し上げます。長引く避難に対応し

て、島の人々がまとまり、声を上げ、知恵

を絞って、助け合う時期に来ています。や

っとその芽が、各地の自治会や島民連絡会

に生まれてきました。それを復興委員会に

つなげたいです。    （葛飾区 村 榮）
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防災ボランティア見本市 

旧国土庁が阪神・淡路大震災が起きた1月17日前後に定めた「防災ボランティア週間」

（1月15日～21日）の関連行事である「防災とボランティアのつどい」(主催：内閣府)。

今年は防災ボランティア見本市と銘打って、全国から防災について活動をしている様々

なボランティア団体が一堂に集い、日頃の活動の様子などを紹介します。 

三宅島災害・東京ボランティア支援センターも母体である東京災害ボランティアネッ

トワークとともに出展し、三宅島災害パネル展や1年間の歩みをビデオでお見せするなど、

全国の防災ボランティアと呼ばれる方々との交流を行なうことになっています。当日私

たちと一緒に、島民として三宅島災害について語ってくださるボランティアを募集いた

します。交通費実費と昼食代700円支給。お気軽にお問合せ下さい。 

 

 

 

 
 

1.17 灯りのつどい
 

阪神淡路大震災から７年目・・・ 

三宅島、有珠、東海、鳥取、芸予・・・ 

多くの災害を目の当たりにした私たちは 

犠牲者を追悼し、過去の経験に学び 

現在の問題を共有し 

そして・・・未来につなぎます 

江戸東京博物館正面階段付近で、 

約１,０００本のロウソクを灯し、 

５時４６分、 

震災のあの時を思って黙祷をささげます。 

ぜひ、ご参加ください 

 

 

  
☆「特別養護老人ホームあじさいの里」のいきいき健康教室☆ 

今年も、たくさんの方のご参加で、皆で楽しくげんきになりましょう！ 

1月テーマ：『血圧の話』 

日  程 時  間 場  所 担 当 

1月13日(日) 14:00～15:30 港区港南三丁目ｱﾊﾟｰﾄ集会所 福 本 

1月15日(火) 14:00～15:30 江戸川区小松川ｺｰｼｬﾊｲﾑ集会所 福 本 

1月16日(水) 14:00～15:30 稲城向陽台団地集会所 宮 下 

1月17日(木) 14:00～15:30 葛飾区高砂団地自治会集会所 福 本 

1月18日(金) 14:00～15:30 品川区八潮地域センター 宮 下 
 
 

お問合せ先：あじさいの里 TEL：03-3459-8388 

☆日時や場所は変更することがありますので、事前に電話でご確認の上お出かけください☆ 

日 時：2002年1月19日(土) 10:00～16:00 

会 場：江戸東京博物館(JR両国駅下車徒歩3分) 

お問合せ先：三宅島災害･東京ボランティア支援センター TEL：03-3260-7573 

日時：2002年1月19日(土) 午後５:00～６:00 

会場：江戸東京博物館正面玄関付近（JR両国駅下車徒歩3分） 


